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１．目的 

外部電源喪失時に監視設備への給電を継続するために無停電電源装置を，貯蔵建屋内

の保安灯と事務建屋内の設備に給電を継続するために共用無停電電源装置を設けている。 
共用無停電電源装置は，電源車から給電する際に，蓄電池への充電を行うと電源車が過

負荷となることから，これを防止するために，メンテナンスバイパス運転に切り換える。

メンテナンスバイパス運転に切り換える理由と，切り換える手順について説明を行う。 

 

２．無停電電源装置と共用無停電電源装置の構造について 

無停電電源装置と共用無停電電源装置はともに UPS（Uninterruptible Power Supply）

と言われる装置であり，外部からの交流を整流器で直流に変換し，蓄電池を充電しながら，

常時，インバータで商用電源に同期した定電圧定周波数の交流で給電するシステムであ

る。常にインバータで変換した電気を供給することにより，外部からの入力が無くなった

場合でも，無停電で給電が継続される。通常時の電力の動きのイメージを第２－１図に，

外部電源喪失時の電力の動きのイメージを第２－２図に示す。 

リサイクル燃料備蓄センターでは，金属キャスクの監視を行う重要な計測装置には無

停電電源装置から給電を行うことによって，外部電源喪失時でも，給電が継続されること

により，監視が継続される。 

無停電電源装置 共用無停電電源装置 

  

第２－１図 通常時の電力の動き（イメージ） 
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無停電電源装置 共用無停電電源装置 

  

第２－２図 外部電源喪失時の電力の動き（イメージ） 

 

インバータの出力側にはバイパス側との切換スイッチを設置し，常にインバータはバ

イパス側と同期をとるように運転を行う。インバータの故障時など，インバータから電気

を供給できなくなった場合には，インバータをバイパスするバイパス運転に自動的に無

停電で切り換えを行う。バイパス運転中は蓄電池を経由せずに給電するため，外部電源で

瞬時電圧低下や停電があった場合には，負荷も電圧の低下や停電するといった影響が生

じる。バイパス運転時の電力の動きのイメージを第２－３図に示す。 

さらに，切換スイッチをバイパスして給電するメンテナンスバイパス回路を有する。こ

の場合も，バイパス運転と同様に，外部電源で瞬時電圧低下や停電があった場合には，負

荷も電圧の低下や停電するといった影響が生じる。メンテナンスバイパス運転時の電力

の動きのイメージを第２－４図に示す。 

インバータバイパス運転やメンテナンスバイパス運転では，外部電源の変化が直接負

荷に影響を与えることから，原則，インバータ運転を行う。また，電源車から給電する場

合，共用無停電電源装置は電源車の過負荷を防ぐためにメンテナンスバイパスで運転す

るが，計測設備や放射線監視設備に給電する無停電電源装置は通常通りの運転モード（蓄

電池を充電しつつインバータで給電する）で運転する。 
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無停電電源装置 共用無停電電源装置 

  

第２－３図 インバータバイパス運転時の電力の動き（イメージ） 

 

無停電電源装置 共用無停電電源装置 

  

第２－４図 メンテナンスバイパス運転時の電力の動き（イメージ） 
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３．外部電源復旧時の入力電力の増加について 

 無停電電源装置と共用無停電電源装置は，外部電源喪失中は蓄電池に蓄えた電気により

給電を継続する。畜電池で給電する場合には，電気エネルギーの放電とともに蓄電池の電圧

が低下する。蓄電池の放電に伴う端子電圧の低下の一例（メーカカタログより抜粋）を第３

－１図に示す。 

（C10とは，10 時間率における定格容量を示し，0.1C10とは定格容量の 0.1 倍の放電電流を

意味する。3000Ah の蓄電池の場合，0.1C10A ＝ 0.1×3000Ah ＝ 300A となる。） 

  

第３－１図 蓄電池の放電特性 

 

外部電源が復旧し，蓄電池への充電が行われた場合，蓄電池の電圧が低下しているため，

インバータを介した負荷への電気の供給だけではなく充電するための電気が加わることか

ら，入力電力は大きく増加する。充電時の電力の動きのイメージを第３－２図に示す。 

無停電電源装置 共用無停電電源装置 
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第３－２図 充電時の電力の動き（イメージ） 

 

充電電流は時間が経過し，蓄電池の充電が進むにつれて減少するが，充電の初期段階では

大きな電流となっている。無停電電源装置と共用無停電電源装置の充電時の電力も考慮し

た最大入力容量を，第３－１表に示す。 

第３－１表 無停電電源装置と共用無停電電源装置の最大入力容量 

 無停電電源装置（kVA） 共用無停電電源装置（kVA） 

定格出力容量  30  75 

最大入力容量 112 239 

 

４．共用無停電電源装置におけるメンテナンスバイパス運転の必要性 

無停電電源装置の給電可能時間は定格出力で 8 時間であり，これを超える外部電源喪失

時には，電源車を受変電施設の 420V 常用母線に接続して給電することで，監視を継続する，

電源車で給電する際，無停電電源装置の最大入力は 112kVA で，電源車の容量 250kVA の範囲

内であることから，そのまま電源車から給電を行うことが可能である。 

しかし，共用無停電電源装置の最大入力は 239kVA で，無停電電源装置と共に電源車から

給電した場合には，電源車の容量 250kVA を超過する。これを防止するために，電源車から

の給電に際しては，共用無停電電源装置を蓄電池や整流器を使用しない，メンテナンスバイ

パス運転に切り換える。 

 

５．共用無停電電源装置に電源車から給電する際の注意事項 

(1)電源車から給電する前に，整流器入力用 MCCB を OFF にすること 

  整流器入力用 MCCB を ON にした状態で電源車から給電を開始した場合，給電開始と

同時に放電した蓄電池への充電が開始され電源車が過負荷となる可能性が高いことか

ら，電源車を 420V 常用母線１に接続する前に，整流器入力用 MCCB を OFF にする必要

がある。 

(2)鍵付き MCCB について 

  メンテナンスバイパス用の MCCB は鍵付き MCCB となっている。これは切換回路を通

さずに負荷に給電を行う回路であり，入力電源に異常が生じた場合にそのまま負荷に

影響を与えてしまうことから，通常は使用しない回路であること，インバータの停止操

作をせずにこの MCCB を ON にすると，同期がずれた状態で同時に接続されてしまい，

事故となる可能性があることから，適切な管理の元で操作をする必要があるためであ

る。鍵付き MCCB の写真を，第５－１図に示す。 
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第５－１図 鍵付き MCCB 

 

(3)電源車の起動・停止に伴い負荷は停電となること 

メンテナンスバイパス運転の場合，電源車の電気が直接，負荷へと供給されるため，

電源車への給油に伴い，電源車が一旦停止する際には負荷への給電が行われなくなる

ことから，必要に応じて事前の停止操作，復電後の再起動操作を行う必要がある。 

共用無停電電源装置から給電される主な負荷を第５－１表に示す。 

保安灯以外は，外部電源喪失以降，一時的な停電を許容しない設備はない。保安灯は

地元消防署との協議により外部電源喪失後，8時間の給電を約束していることから，メ

ンテナンスバイパスへの切り替えは，8時間経過後に行うこととする。 

第５－１表 共用無停電電源装置の主な負荷 

設 備 主な負荷 

保安灯・消防設備 
・保安灯・誘導灯 

・火災感知設備 

事務建屋設備 

・事務建屋内照明 

・パソコン類 

・事務建屋給水ポンプ 

・監視室エアコン 

放射線作業管理用計算機 ・放射線作業管理用計算機 

その他 

・貯蔵建屋内カメラ 

・防護管理設備 

・受変電施設内照明 

以上 


